
歯からはじまる健康づくり
～お口の健康は全身の健康につながります～
歯からはじまる健康づくり
～お口の健康は全身の健康につながります～

オーラルフレイルって？
　オーラルは口腔（口）という意味でフレイルは衰える
という事です。つまり口の衰えという事で、身体機能が
衰えると同様に、口や口の周りの筋肉や機能が衰えて
いくことです。
　フレイルの怖さは気付かないうちにだんだんと衰えて
いくということです。
　症状として次の３項目があります。
１：咀嚼機能低下(口から食べこぼすこと・食べごたえの
ある食べ物を避けたり、残したりすることありませんか)
２：嚥下機能低下(食べ物や飲み物を飲み込む時に少しで
もむせることありませんか)
３：滑舌が悪くなる(個人差があるのですが、カ行、パ行、

ラ行がハッキリと言えなくなるなど)
　オーラルフレイルがあると
食べ物が食べにくくなる→栄養が不足したり偏ったりす
る→身体機能が低下→滑舌が悪くなる→コミュニケーシ
ョンが取りにくくなる→社会的に孤立するとなります。
そうなると、身体機能の低下、社会的孤立→全身のフレ
イル、ロコモ（運動器症候群）、認知症の発症です。
　ではどの様に予防するのでしょうか。
１：咀嚼する（噛む）能力
２：嚥下する（飲み込む）能力
３：発音する能力、以上３点を衰えないようにすること
です。
　入れ歯を使っている場合も同様で、入れ歯自体が合っ
ていない事が考えられます。
入れ歯の有無に関わらず是非定期的に、かかりつけ歯科医
を受診し口腔内のチェックをしておくと良いでしょう。

（海部歯科医師会）

※ひとり1回今年度限りの対象です。平成30年度対象となった方は、今後補助の対象となることはありません。
※この制度では今までこのワクチン「ニューモバックスNP（23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン）」を接
　種したことがない方を対象に、平成30年度までの間に1人1回、定期接種の機会を設けています。平成31年度
　以降は65歳の方のみ対象となる予定です。
※愛知県広域予防接種について
　子どもおよび大人の予防接種について、疾病や里帰りなどの事情で区域外の医療機関にかかっている場合、愛
知県内の広域予防接種協力医療機関で接種することができます。事前に手続きが必要です。

〈大人の風しんワクチン接種費用の助成について〉
市内在住で、妊娠を予定または希望している女性(経産婦・妊娠中の方を除く)で、抗体価が低いと判定された方（愛
知県が抗体検査の費用助成を行っています）に対し、風しんワクチンまたは麻しん風しん混合ワクチンの接種費用
の一部を助成します。

〈高齢者肺炎球菌の予防接種〉
対　象 接種回数 接種料金接種場所 備　考

 

 

健康
ガイド ご不明な点は、お問い合わせください。

　健康推進課（佐屋保健センター）　☎（28）5833

= 保健センターからのお知らせ =

① 平成30年4月2日～平成31（2019）
年4月1日の間に65歳、70歳、75歳、
80歳、85歳、90歳、95歳、100歳の誕
生日を迎える、接種を希望される方

・①の対象の方には、4月に
「高齢者肺炎球菌予防接種
券」と案内を送付しました。
・②の対象の方は、手続きが
必要です。
お問い合わせください。

※事前に医療機関への予約が
必要です。

② 満60歳以上65歳未満の方で、心
臓、腎臓、呼吸器に障害のある方（身
体障害者手帳1級程度）またはヒト免
疫不全ウイルスにより免疫の機能に
障害のある方

愛西市、津島市、
弥富市、あま市、
海部郡の指定医
療機関

過去に接種
したことの
ある方は、
対象となり
ません。

1回

2,000円

歯 の健康講座

あい
さいさんの

健康まめ知識

　健康推進課（佐屋保健センター）  ☎（２８）５８３３

『みんなでつくろう　笑顔あふれる　健康あいさい』

愛西市健康日本２１計画
“きらり☆あいさい２１”推進市民部会

メンバー募集
　健康推進課（佐屋保健センター）  ☎（28）5833

歯を失う原因 第１位は『歯周病』
　歯周病は「静かに進行する病気」と言われており、自覚症状がないまま進行し、最終的には歯を支えている骨（歯槽骨）
が溶け、歯が抜けてしまう怖い病気です。市では、４０歳以上の８５％に歯周病の症状があります。
　国の調査でも50歳をさかいに歯の本数が減少していますが、若い年齢から生活習慣に気をつけることで予防が
できます。

☆今日からできる　歯周病予防☆
食習慣

　バランスの良い食事をよく噛んで
食べましょう。
　よく噛むことで分泌される唾液に
は、消化を助けたり、歯や口の病気
を防ぐ働きがあります。

生活習慣
　ストレスや喫煙習慣を改善し、
十分な睡眠と規則正しい生活を
心がけましょう。生活習慣を見直
すことで免疫力 (病気から体を守
る力 )を高めます。

定期健診

歯みがき＆デンタルフロス・
歯間ブラシを習慣にしよう

デンタルフロスの使い方のポイント

①歯と歯のすき間に入れる
②左右の側面にそわせて・・・
③前後に動かしながら、下から上に
　向かって動かす
※自分にあったサイズを選びましょう

　市では、第 2次愛西市健康日本２１計画“きらり☆あいさい２１”を平成２６年３月に策定し、推進市民部会を
設置して活動を行っています。健康のことを楽しく学びながら、仲間と一緒に健康づくりの輪を家族・地域に
広げていきませんか？ 多くの方のご応募お待ちしています。

▼内　　容／健康づくり(栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康等 )に関する学習、活動の
　　　　　　検討および市民への普及活動市民部会　年 3回程度 ( 平日昼間の時間帯 )を予定。市民への
　　　　　　普及活動については打ち合わせにより決定

▼応募資格／市内在住で、満１８歳以上の方
　　　　　　健康づくりに関心があり、ボランティアとして活動に参加可能な方

▼募集人数／２０人程度

▼募集期限／７月６日（金）

▼応募方法／健康推進課（佐屋保健センター）へ電話か窓口でお申し込みください。

▼その他／ボランティア活動のため、報酬・交通費の支給はありません。

定期的に歯科健診や
歯石除去を受け、
かかりつけ歯科医
を持ちましょう。

歯ブラシとあわせて、デンタルフロスや
歯間ブラシを使用すると、
歯周病の原因となる歯垢 (プラーク)
の除去効果がアップ！
毎日の使用と習慣化が口臭予防
と歯周病予防に重要です。
歯の健康のため、ぜひ使いましょう！

広報あいさい 2018.6 18広報あいさい 2018.619
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